
年度
（対象期間： 年4月21日～ 年4月20日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ウシオ産商株式会社

2021

作成日： 2022年12月9日
更新日： 2023年2月1日

20222021

1



目　　　　次

ごあいさつ

環境経営方針

組織の概要

事業・製品の紹介

環境経営組織図及び役割・責任・権限表

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

環境経営計画の取組結果とその評価

各事業所の取組紹介

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟 等の有無

代表者による全体の評価と見直し・指示

6

6

項　　　　目 ページ

3

3

4

4

5

7～8

9

10

10

2



　ごあいさつ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　環境経営理念

　環境保全への行動指針

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギーにより二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄ロスをなくす等廃棄物の発生抑制につとめます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した製品をお客様にお届けします。

６ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

代表取締役会長

制定日：

岸本 康弘

2021年4月21日

　

私達の販売する管材商品は、主に水を運んだり貯めたりするために使われます。
限りある資源の水の有効利用に役立つことを通じて、環境への関心が高まる昨今、中小企業も地球
環境の保護や維持に積極的に継続的に取り組む必要があります。
経営を通した経済的な価値創出および企業自身の発展と両立させていくことで、社会貢献をしてま
いります。

環 境 経 営 方 針

　　　以下の項目について継続的に改善を図ってまいります。

「木」と「水」を通じて豊かな街づくりを支えることで、世の中に役立つ会社を目指しま
す。
私達は売り手にも買い手にも誠実な商売で満足を提供することで、継続的に成長し夢を実現
できる会社を目指します。
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更新日：

（１） 名称及び代表者名
ウシオ産商株式会社
代表取締役会長　岸本康弘

（２） 所在地
本　　社 和歌山県和歌山市西浜1660-225
海南営業所 和歌山県海南市名高82－2

和歌山県海南市岡田223番(2023年2月26日移転予定)
（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先

責任者　 本社 岸本康弘 TEL：073-488-9288
担当者 岸本康弘

（４） 事業内容
配管資材、住宅設備機器、管工機材、水道設備資材の卸売販売

（５） 事業の規模
売上高 千円 （2021年度実績）

従業員　　　　　 名 名 名
延べ床面積　　　 ㎡ ㎡ ㎡

（６） 事業年度 4 月 21 日 ～ 4 月 20 日

□認証・登録の対象組織・活動
登録組織名： ウシオ産商株式会社
対象事業所： 本　　社

海南営業所
事業活動： 配管資材、住宅設備機器、管工機材、水道設備資材の卸売販売

□事業や製品（商品）の紹介

組 織 の 概 要

合計
9名

2023年2月1日

海南
264,577

873 1,423㎡550

本　　社
7 2

主に管材を中心に接手・ポンプ・住宅設備機器を水道設備業者に販売をしています。
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更新日：

代表者

環境管理 責任者

環境事務局

環境委員会

環境経営組織及び役割・責任・権限
2021年10月8日

代表取締役岸本康弘

岸本康弘代表取締役

本社 海南営業所

環境に関する実行責任者 環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

環境経営方針の周知、従業員に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実施・記録

問題点の是正・予防

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し、指示
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単位

kg-CO2

ｋｇ

トン

㎥

※電力の二酸化炭素排出係数（調整後） kg-CO2/kWh
（関西電力2019年）

□環境経営目標及びその実績

✕

✕

〇

✕

✕

〇

主な環境負荷の実績

環境経営目標及びその実績

360

行動目標（次項による）

環境に配慮した製品・サービスへの取組みに含む

57%
226

32,275 34,442

130

356 360
98% 97%

2023年

（目標）

31,623

25,232

349

226

25,492

353

31,949

98%

0.024

97%

97%

課題を解決しチャンス
を活かす取組

環境に配慮した製品・
サービスへの取り組み

2021年 2022年

6,589 6,523 8,919 6,457

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

　産業廃棄物排出量

0.024

2020年 99% 135% 98%

Kg-CO2/千円 0.025 0.025 0.034

電力による二酸化炭素
削減

基準値
評
価（基準年) （目標）

0.318 0.318

原単位

0

廃棄物排出量

34,442

項　目

0

2020年 2021年

360

32,601

　一般廃棄物排出量

二酸化炭素総排出量

kg-CO2

水使用量 228 130

（実績） （目標）

6,392

基準年度比

226
2020年 99%99%

水道水の削減
基準年度比 99%

自動車燃料による二酸
化炭素削減

上記二酸化炭素排出量合計
［通期］

kg-CO2 32,601

228

kg-CO2 26,012 25,752 25,522
基準年度比 2020年 99% 98%

一般廃棄物の削減 kg 360
基準年度比

㎥

2020年 99% 100%
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数値目標：○達成　×未達成
活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった

電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年

自動車燃料による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2020年

2021年 799
993 907

869

取組結果とその評価、次年度の取組計画

798
918

905
966 948 1,042

782

環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の計画

4月

達成状況

985 987

社員への周知がまだ不充分であった。
今後の取り組みとして、毎朝の配送ルート確認、顧客情報の共有
化や運転研修などを行っていく。
ガソリン高になって意識できており、車両減少で配送の効率が高
まっている。

2月 3月10月 11月 12月 1月

2,511

1,440

5月 6月

899 950

△

887
976 1,140

・効率的なルートで配送

7月 8月 9月

・エリア別営業活動の見直し

・アイドリングストップ ×

676

2,365 2,031 1,6852,591

1,859

1,980

1,984

2,092

1,511

取組結果とその評価、次年度の取組計画

3月11月10月

社員への周知がまだ不充分であった。
今後は朝礼での周知や張り紙などで周知していく。

エコアクションのプレートを玄関に張ったり、名刺にマークを入れた
りして意識させている。

4月12月
1,944 1,675 1,307

2月1月

3,137

917 875 991 1,092

△

数値目標 ✕

・空調温度の適正化（冷房２８℃　暖房２０℃） ×
原単位目標

・働き方見直しによる残業時間の短縮

2,116 1,826
9月8月

達成状況

0 0

7月6月5月

△
・不要照明の消灯

✕

1,414 1,790 1,855

2,633 2,4852,017 2,521

数値目標 〇

911

△

0

2,000

4,000

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

電力（kWh） 2020年 2021年

0

500

1,000

1,500

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

ガソリン（L) 2020年 2021年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

水道水の削減

取組紹介欄

2020年

2021年

環境に配慮した製品・サービスへの取り組み

30

30 30

10月 11月
3030

ほとんど廃棄物はない。ペーパーレス化で事務の効率化と廃棄物
を減らしていきたい。

4月

取組結果とその評価、次年度の取組計画

30
3月2月

8月

11 14 13

19 19
2月

19 19

10

30 30 30
1月12月

3030 30 30 30

0

達成状況

取組結果とその評価、次年度の取組計画

10月 3月

ほとんど使用料はないが、わずかでも意識付けできるようにしていく。

12 10 12 11 11

5月 6月
19

9月

9 9

11月 12月 1月 4月
19 19

8

19
7月

（トイレ、風呂、キッチン類商品） ○
(ポンプ、電動機の更新需要に対応） △

ほとんど全ての商品が省エネを売りにしている。
さらに販売促進に努める。

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画

省エネ型モーターの紹介 　

・節水・省エネに特化した商品の販売 ○

30

0

30 30

0 0
0 0

1919 19 19

9月7月
30 30 30 30 30

5月 6月

・節水シールの貼り付けとポスター掲示
×
×

・自動水栓取り付け

〇

・持込ごみの見直し

数値目標

30

・梱包材の再利用 0

30

8月

・分別の徹底 ○
✕

・帳票見直しによる印刷物の削減

達成状況

数値目標

0

5

10

15

20

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

水道水（㎥） 2020年 2021年

0

20

40

5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

一般廃棄物（kg） 2020年 2021年
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＜本社＞

＜海南営業所＞

各事業所の取組紹介

和歌山市内の中心部で大きな道路
に面しているため、顧客に便利な場
所になります。
1階は事務所で2階3階は倉庫に
なっています。

本社から車で30分程度の位置にあ
り、令和5年2月に移転予定です。県
内東部方面も営業範囲としている。
倉庫は本社と比較すればかなり小
さいが一通りの注文には即納でき
る在庫を有します。
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□外部からの環境上の苦情・要望等

緊急事態の想定：
■実施日： ■実施場所：

■参加者：

■実施内容： ☑通報訓練　☑消火訓練　☑避難訓練 ・

■評価： 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

実施日：

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと

実施体制他 ☑ 変更なし □ 変更あり

環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

緊急事態対応の試行・訓練

業務用空調機

一般廃棄物及び産業廃棄物の保管・排出

2回目につき、特に問題なく行われた。社員の意識が高くなっていると思われる

2021年12月16日 本社・海南営業所

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

代表者による全体の評価と見直し・指示

地震避難訓練　火災対応訓練

津波発生時の避難経路を確認して、安否連絡を実践した。
消防訓練は喫煙場の再確認と通報訓練を実施。

2023年2月1日

過去1年間、今期もありませんでした。

全社員

廃棄物処理法
該当する設備・項目

フロン排出抑制法

なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

浄化槽法 浄化槽　定期水質検査

環境関連法規制等名称

できる限り環境物品等を選択するように努める。
特定家庭用機器をなるべく長期間使用。再商品化に必要な料金の支払い。

グリーン購入法

自動車Nox・PM法
家電リサイクル法

対策地区内で排気ガス規制に適合した自動車の使用

（全体の評価）

目標を立てたが多少の意識の向上があったものの取組ができていない。
エアコンや照明の使用は快適さや不便さを感じてなかなか改善できないのが現状
機器の更新や張り紙等でもっと社員に意識をさせなければいけない。
燃料の使用量は2022年度から車両の減少で効率が上がり減っていると思われる。
販売商品に関しては、自然の環境性能が高い商品に変ってきているが、顧客に積極的にアピールはできてない。

（次年度以降の見直し指示）
今後は朝礼の周知や張り紙等で社員に周知していき、先にある消費者の環境意識の高まりが大きいので、得意先にも積極的に
環境に配慮した商品を提案していく。
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